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― 内容分析を中心とする，マルチメソッド・アプローチによる実態把握に向けての試み ― 
 
Women’s Fashion Magazines in Contemporary Japan 
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『 anan』から『 POPEYE』が，『 non-no』から





































































具体的には，前者については以下の図  1  を，後











        
  人間関係学研究   15   2013 
 
180 



























































 （  1  ）表紙全体のテーマ（言及分野）の大分類
（一つだけを選択） 
  1．おしゃれ 2．家事 3．生き方 
  4．余暇 5．できごと 6．その他  
 （ 2 ）表紙全体のテーマ（言及分野）の中分類14） 
   （一つだけを選択） 
  11．美容 12．ファッション 
   （以上が大分類の“ 1．おしゃれ”の下位
分類，以下同様） 
  21．料理 22．裁縫 23．インテリア 
  24．育児・教育 25．医学・健康  
  26．家計・家政・家事（“ 2．家事”） 
  31．恋愛・友人 32．家庭生活 
  33．仕事・職場 34．セックス 
  35．心理・救済 
  36．ライフスタイル（“ 3．生き方”） 
  41．文化 42．レジャー 
  43．食べ物（“ 4．余暇”） 
  51．政治・経済・社会 
  52．事件・時の話題（“ 5．できごと”） 
  61．読者投稿 62．自社広告 
  63．その他（“ 6．その他”） 
 （ 3 ）表現形式 
  1．写真（が主） 2．イラスト（が主） 
  3．合成（写真とイラストが半々） 
  4．その他 
 （ 4 ）登場人物合計人数 
  0．0人 １．1人 2．2人 3．3人 4．4人 
  5．5人 6．6人 7．それ以上・群衆  
 （  5  ）個別の登場人物について（  1  人目から  6 
人目まで個別にカウント15）  
①性別 1．男性  2．女性  3．不明 
②年齢 1．子ども（～17歳） 
    2．若者・青年（～39歳） 
    3．中高年（～59歳）   
    4．老人（60歳～）   5．不明 
③人種 1．日本人  2．アジア系 
    3．欧米系  4．アフリカ系  
    5．中東系  6．その他  7．不明 
④服装 1．トラディショナル・フォーマル系 
    2．カジュアル・普段着系 
    3．スポーツ系  4．その他 
 
＜雑誌全ページについて：系統別比較用＞ 
 （ 1 ）広告の割合 
  1．広告 2．広告記事16） 3．記事 
 （ 2 ）（ 3 ）テーマ（言及分野）の大分類・中分類 
※上記の表紙グラビアの場合と同様。ただし， 
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にも留意して，系統ごとに 2 誌を選定した。 
 結果的には全体で10誌を選定することになり，
















































































の  2  誌（『anan』『POPEYE』）と，おしゃれに関
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である。ただし集英社の 2 誌（『non-no』『MEN’S 
NON-NO』）については，ほとんどを「  1．お
しゃれ」が占めているため，以降も含め，基本的
に時系列比較についてはマガジンハウスの  2  誌
（『anan』『POPEYE』）を見ていくこととし，単純
集計でも割合の多かった，「  1．おしゃれ」「  2．













        （詳細は、参考資料１） 
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 図  5  は表紙の表現形式についての単純集計結
果，図 6 は先ほどと同様に，マガジンハウスの 2 
誌（『anan』『POPEYE』）についてのみ，時系列
比較を行った結果である。 













記そう。表  4  はその人数（左の表）と，一人目
の登場人物の属性（右の表）を示したものである。
いずれも「 1．1 人」の場合が多く，あまり多人 
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「  3．欧米系」と「  1．日本人」の登場割合に注
目してみた。その結果が図  7 である。女性誌2誌










やや高くなっているが，それ以外の  3  誌は全体
的に減少傾向にあり，逆に「日本人」においても
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   図７ 表紙登場人物（一人目～六人目）の属性（人種）の時系列比較（上段：「女性」、 
       中段：「欧米系」、下段：「日本人」。詳細は、参考資料３） 
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 図  9  を見ると，女性“ファッション”誌を対
象としているので，おおむね共通して「  1．お
しゃれ」の割合が過半数を超え，多いものでは7
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 図10は，先に述べた 2 つの軸を掛け合わせた 4 
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インタビュー調査は，2012年  8  ～  9  月にかけて，
半構造化された方法（共通する質問項目をベース

























































れを裏付けているように思われる。またこの  2 
誌については，どちらかといえば男性誌に多いと
されていた「余暇（＝文化やレジャー）」の割合





































































































参考資料 1 『anan』『POPEYE』の表紙の言及分野（大分類）の時系列比較 
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参考資料 2 『anan』『POPEYE』の表紙の表現形式の時系列比較 


















































































参考資料 3 『anan』『non-no』『POPEYE』『MEN’S NON-NO』の表紙の登場人物（一人目～六人目）属
性の時系列比較 
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  （http://www.magazine-data.com/women.html） 










（2012）．『2012年度報告書 SKY MIND  特
集：女性ファッション誌』．以降のインタ
ビューデータもここからの抜粋。またいくつ
かの雑誌においては，インタビューが実施で
きなかったり，メールでのやり取りとなった
ケースもあった。 
25）この点は以下の著作を参照。馬場伸彦・池田
太臣編（2012）．『「女子」の時代！』青弓社． 
 
【付記】 
 本研究は，日本学術振興会平成23～25年度科学
研究費補助金若手研究（B）「新たなライフスタ
イル探求のための，男性性の文化変容に関する
国際比較社会学的研究」（研究代表者 辻 泉）
の成果の一部である。 
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